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論 文 内 容 の 要 旨 





ある。（Ａ４判で 250 ページ、400 字詰め原稿用紙換算 約 750 枚。） 
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ルツィヴァール』『トリスタン』『イタリアの客人』の５作品から用例を収集、検討し、それらがきわめて高い割合で
押韻のために用いられていることを統計的に提示している。続けて「場所の移動を表す動詞と不定詞」「kunnen と不
定詞」「tuon と不定詞」「pflegen と不定詞」「beginnen と不定詞」の組み合わせが取り扱われているが、とりわけ pflegen














の別形 duo、nu（nhd.＝nun）の別形 nuo について、また衣装を表す Nhd. の kleit（複数 kleider）の事例、さらに
beginnen の過去形 began と別形 begunde、begonde の使い分けが、豊富な用例に即して検討され、さらに中世文学
においてしばしば見られる語中音、語末音消失という現象が韻律という観点から検討され、最後にこれも中世文学で
頻繁に現れる地名のさまざまな別形の使用が韻律、押韻の観点から考察されている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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